
KMLファイル作成の流れ

①統計データの指定 ②グラフの表示設定

③KMLの作成、確認

KMLの表現を見
直す場合は戻っ
て設定を変える

KMLファイル作成ページ（http://mieruka.net/kmlgenfile）

統計データの指定

KMLを作成するため、統計データを指定します。
①「ファイルを選択」をクリックし、CSVファイルを選択します。
②ファイルのアップロードをクリックします。

① ②

CSVファイルについて
ファイル名は「自治体名.統計データのテーマ.csv」です。
ファイル名の「自治体名」、「統計データのテーマ」は任意
の文字列です。
フォーマットは、CSV形式です。 1行目から記載します。

カンマ区切りでメッシュコード、値を記載します。

（CSVファイル）



グラフ表示指定

グラフ表示の設定を行ないます。

①グラフを色分けする境界値を設定します

②グラフの高さ倍率、高さオフセット（地面
からの高さ）の値を設定します

アップロードしたCSVファイルの情報が表示
されます

メッシュ値とメッシュ数はデータの分布を示
しています。色分けする境界値を設定する
ときの参考になります

①

②

③作成をクリック

③

KMLの作成、確認

作成したKMLをGoogleEarthで開いて確認します。
KMLの表現を見直したい場合は、色の境界値、高さ倍率を変えてKMLを再作成します

高さ倍率を
1から10へ変更

色の境界値を
変更


